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それぞれ 1 組ずつ作製し，50.0cm 四方で厚さ

















図 1 測定系 
 
 
図 2 Q値の測定系 
 
図 3 S11の周波数特性 


























L  (2.1) 
続いて，同図中に示された周波数特性におい













































e   (2.4) 
以上より求めた QLおよび βeと次式から，Quお
よび Qeを次式より求めることができる． 



























































ke と一致する様に共振器間距離 d を調整すること
によってシステムは整合の取れた状態となる．共
振器間結合係数 k は線間距離 1.0cm の共振器にお
いてループ・スパイラル間距離 a=1.0cm として設
計すると共振器間距離 d=15.0cm で整合となる[3]， 
[4]．整合のとれたシステムでの伝送損失 L は，整
合時の比帯域 wを用いて次式で表される． 












L    (2.9) 
ただし，giは原型帯域フィルタの g 値であり，本
システムはワグナー・バターワース型であるため
g1=g2= 2 である[3],[4]．また，比帯域 wと結合係
数 kには次のような関係がある． 
















  (2.12) 













  図 5 各条件下における無負荷 Qの比較 
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図 8 水槽挿入時の測定系 
 
?14? IEEE??????シンポジウム??? 
2012/11/17-18 ??????
329
